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要旨：近年､テレビ電話やテレビ会議システムを利用した遠隔地同士での手話会話が可能になってきた。
将来的には、こうした技術を活用した遠隔地からの手話通訳支援サービスも可能になることと思われる。
しかし、実際に遠隔地から講義や講演などの手話通訳を行なう場合には、現在指摘されているような画
像品質以外にも、重要な問題を考慮する必要があると考えられる。我々は、実際の授業の中で模擬的な
遠隔地からの手話通訳を行ない、こうした問題の可能性を検討した。本稿では、その結果について報告
する。
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１．はじめに

近年、データ伝送量の大きいコンピュータ・ネットワ

ークやISDN回線の普及、ならびに画像圧縮技術の進歩

に伴い、テレビ電話やテレビ会議システムを利用した手

話の遠隔地通信が可能になってきた。将来的には、こう

した技術を利用した広範囲の遠隔地手話通訳支援サービ

スが可能になってくるものと思われる。

一方、現在行なわれているいくつかの試行的な実験で

は、こうした手話の遠隔地通信に対する不満やストレス

の高さが報告されている。これは、現在のテレビ電話や

テレビ会議システムでは十分な画像品質（画質やフレー

ム数など）が確保されていないために会話が不自然なも

のになってしまうためであると考えられているｎｏ

しかし、健常者がテレビ会議を利用する際にも臨場感

の伝達を考慮することが重要であると指摘されており

2)、空間を利用して会話を行なう手話では、必ずしも画

像品質だけでは解決できない問題が残る可能性が高い。

特に、ｌ対多の通訳場面となる講義や講演などでは、1

対１の通訳場面に比べて状況が複雑になるため、リアル

タイムで通訳を行なう場合には新たな問題が起こる可能

Ｉ性が予想される。そこで我々は、こうした問題を調べる

ために、実際の授業の中で模擬的な遠隔地からの手話通

訳を実施した。今回、その結果について報告する。
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授業内容としては、テレビ番組での美術制作に関する

もので、テレビ美術の歴史や制作組織、実際の制作行程

などを、制作現場の立場からビデオ映像やコンピュータ

のオーサリング・ソフト（HyperCard）の画面を交えな

がら説明がなされた。手話通訳の方式としては、午前中

の授業時間（２時限目：約80分）には手話通訳者は講義

室内の学生の後方に位置し、通訳内容をモニタ画面に映

す方法で授業を行なった。また、午後の授業時間（3,4,
5時限目：約240分）には講師の脇に手話通訳者が位置し

て通訳を行なう通常の方式で授業を実施した。モニタ画

面を通した通訳では、通常のビデオ信号を使い表示して

いるため、画像品質の問題は除去され、午前と午後の内

容を比較することで新たな問題点の有無を議論すること
ができる。

講義室内の配置図を図ｌならびに図２に示す。ビデオ

映像（図中の「映像｣）と手話通訳者の映像は33型のモ

ニタ画面に、コンピュータ画面（図中の「文字｣）は３６

型のモニタ画面に映して提示した。ただし、学生の配置

は午前と午後では変更を行なっている。実際の授業の様
子を図３ならびに図４に示す。

2．実施内容

今回実験を行なった授業は次の通りである。 ３．実施結果

今回の実験の評価を行なうために、授業終了後、学生

には簡単なアンケート調査を実施した。アンケートの設

問内容は、「手話通訳の読み取りやすさ」や「内容が良
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〈分かる」などで、それぞれの設問に対して５段階で評

価し、何らかコメントがあれば自由に筆記できる形式で

行なった。

また、通訳者には実際に通訳を行なった際の感想を聞

き、通訳する側の評価も行なった。

図５に「手話通訳の読み取りやすさ｣、図６に「内容

が良く分かる」に関する評価の結果を示す。どちらの場

合も午後の授業の方が高い評価の傾向を示している。特

に、「手話通訳の読み取りやすさ」に関しては明らかな

差異が見られた。

なお、自由筆記のコメントの内容は、モニタ画面を通

した通訳に好意的な内容としては、
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図２午後の講義形態

筑波技術短期大学テクノレポートＮｏ５Ｍａｒｃｈｌ９９８ ２

手話涌訳（画面）



同一講義室内の学生の後方から通訳した関係もあり、

・午前の通訳の場合には、講師やその提示物を正面から

見ることができ、通訳する際の内容の把握は容易であっ

た。

という好意的な意見もあった。

０
０
０
０
０
０

０
８
６
４
２

１

［
ま
］
釦
雨

４．考察ならびに今後の課題

今回の実験では、学生にも通訳者にも通常の方式の通

訳の方が全体的に評価が高かった。

手話通訳者は、通常、講義などの通訳を行なう際には、

学生などの反応や表情を見て、学生達が理解していない

ような場合には、手話表現を変えて提示してみたり、内

容をかみ砕いた形で提示したりする場合がある。しかし、

画面を通して通訳を行なう場合には、通訳者のコメント

にあるように「学生が理解しているのかの判断ができな

い」ため、講師の説明をそのまま通訳する形となった。

その結果として、学生の「通常の通訳の方がノリが良く、

微妙なニュアンスが伝わっていた」や「画面を通した通

訳は何となく冷たく感じた」などの感想になっているも

のと思われる。

また、通常の方式の通訳の場合には、講師が提示物を

指さして説明するときには、通訳者も同じものを指さし

て通訳することができる。（図７）さらに、講師の動き

にあわせて通訳者も場所を移動させたり（図８）、同じ

動きを行なって通訳することができるので（図９）、こ

うしたことも「ノリの良さ」や「冷たさ」などの評価の

中に含まれているものと思われる。

こうした違いは、遠隔地から通訳する場合には、通訳

者がどうしても講師や学生達と同一の空間を共有するこ

とができないために起こるものと考えられる。今回のこ

うした結果は、遠隔地からの手話通訳に関してこれまで

指摘されていたような画像品質だけではなく、それ以外

にも重要な問題があることを示しているものと考えられ

る。

実際に遠隔地から通訳を行なう場合には、図７～図９

に見られるような通訳は困難である。しかし、講義室内

の全体の状況や学生達の表情などを遠隔地にいる通訳者

に伝達することで、講義空間の臨場感を少なからず伝え

ることは可能であると思われる。また、そうしたことが

より効果的な遠隔地通訳を可能にするものと考えられ

る。

今後、今回の結果を基に、遠隔地からの手話通訳を実

施する際に通訳者に提示する情報として、講師の表情や

音声だけではなく、こうした臨場感を伝達するような補

助画面情報の付加の必要性や効果的な提示方法などをさ

らに検討していく必要がある。
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評価

手話通訳が読み取りやすい
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評価

内容が良く分かる図６

・画面の方が通訳者の上半身が大きく見えるので読み取

りやすかった。

・通常の通訳の場合には、通訳者が場面によっては身体

の向きを変えるため読み取りにくい場合があった。

・画面での通訳の場合には、通訳者が講師やその提示物

を遮るようなことがなく良かった。

などであった。

また、通常の通訳方式に好意的な内容としては

・モニタ画面では空間が限定されているため、手話動作

が小さくなり読みづらかった。

・通訳者が必ず講師の近くにいたので同時に見ることが

でき読み取りやすかった。

・通常の通訳の方が通訳者のノリが良く、微妙なニュア

ンスが伝わっていたように思う。

・画面を通した通訳は、何となく冷たく感じた。

などがあった。

最後に、通訳者の感想であるが、

・講師が提示物を指さすときに、空間のどこを指さして

通訳をすればよいか分からずに困った。

・学生が通訳している内容を理解しているのかの判断が

できなかった。

など、画面を通した通訳の難しさが指摘された。ただし、
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図９午後の講義場面（２）

通訳者が講師の動きに合わせて

通訳を行っている場面

図７午後の講義場面（２）

通訳者が講師と同じものを指して

通訳を行っている場面

心から感謝します。
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図８午後の講義場面（３）

通訳者が講師の移動に伴い立ち上がって

通訳を行っている場面

また、今回、通常の通訳の場合にも、「通訳者が講師

や提示物を遮って見にくかった」という指摘もあったこ

とから、通常の通訳を行なうような場合にも、より効果

的な講義室内の配置なども検討していく必要があると思

われる。
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